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TheAnglo-Saxon('hronicleのParkerMSに

見 ら れ る 関 係 代 名 詞 に つ い て

斉 藤 俊 雄

§1.TheAnglo-SaxonChronicleに は7つ の写本が現存す る.そ の内

ParkerMSは 方 言的に最 も純粋 で,か つ最 も古 い.大 体十世紀かち十一

世 に紀 かけてWest-Saxon方 言 で書かれた ものである.EarlyWest-Saxon

で 書 か れた代表的な散文 の1つ である.A.Campbe11が そ の著OldEng-
i

lishGrammar(Oxford,1959)で 述 べ てい る通 り古代英語の文法的基礎

に なったEarlyWest-Saxonは このParkerMS(924年 迄)と ノElfredに

形 態

pe(6e)

se

sepe

se

seo(sio)

pmt

pis

pam

sepe

P紀spe

pape

swahwelcswa

用例数

89

16

2

17

4

3

3

1

1

1

よ る(Y,uraPastoralisやOrosius

の 翻 訳 に 基 い て い る.そ こ で この

ParkerMSの924年 迄 の 部 分 を

取 り上 げ て,EarlyWest-Saxon

の 関 係 代 名 詞 が 実 際 ど の よ うな

も の で あ った か を 調 査,検 討 す

る.使 用 し た テ ク ス トはEarle

&Plummer,TwooftheSaxon

ChroniclesParallel(Oxford,

1899)で あ る.

§2.形 態

左 表 の 諸 形 が 見 ら れ る.

E.Sievers&K.Brunner,

AltenglischeGrammatik(Halle,

1.PP・8-9.
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ユ

1951)で 述 べ られて いる如 く,EarlyWest-Saxonに は 固有 の関係代名詞

は見 られない.こ こで は不変化詞(indeclinableparticle)peと 指 示代 名
2

詞se,と そ の屈折形 が関係代名詞 の機 能を果 してい る.両 者 は単 独か,或

は結合 してsepeの 形 態を なして用 いられてい る.そ の他の形態 としては

swahzvelc5ω α が1例 見 られ るに過 ぎない.山 川喜久男氏に よれば英語 の
き

関係詞は指示決定詞起源の ものと不確定決定詞起源のものとがあるがこの

ParkerMSに 於ては前者が圧倒的であ り,わ ずかにszvahwelcsrvaの

hwelcに その片鱗を見せているのみである.

関係詞の中でpeが 最も多 く用いられていることが分る.sepeと 関係

詞を2つ 重ねた形態が見られるが,こ れは二重三重に相互関係の標識を敷

衍して行 くゲルマソ語的特質を示す構文であ り,古 い関係詞構文の名残 り
る う

で あ る.既 に こ のParkerMSに 於 て も 少 い.

§3.諸 形 態 の 用 法

ParkerMSを 読 ん で 先 ず 感 ず る こ と は 古 代 英 語 に 於 い て 原 姶 的 な 並 列

構 文 が 目 立 ち,従 属 構 文 が 充 分 発 達 し て い な い と い う こ と で あ る.従 属 構

文 の 重 要 な1つ で あ る 関 係 詞 構 文 に つ い て も こ れ は あ て は ま る,特Vim-se系

列 は 先 に 述 べ た よ う に 本 来 指 示 代 名 詞 で あ り,そ れ が 関 係 代 名 詞 的V'用 い

ら れ る と い う,二 役 を も っ て い る も の で あ る 為,指 示 詞 的 意 味 が 強 く感 じ

ら れ る 場 合 が 多 い.AngusMcIntoshが 註5の 論 文 で"… …allebutan

anum,sewaesp{esaldormannesgodsunu_"(48/28)の 例 に つ い て

`Itisworthnotingthatinexampleslikethis
,with"normal"word-

order,i.e.withtheverbimmediatelyafterthese,wearehardly

1."DasAe.besitatkeineigenesRelativpronomen."(ｧ340)

2以 後 これ をse系 列 と呼 ぶ.

3r連 結 詞 発 達 の二 系 列 」 『英 文学 研 究 』XXVI.ii.

4同 上 山川 氏 の論 文 参 照.

5後 期OEに 於 て は殆 ど用 い られ な くなつ た よ うで あ る・ これ に関 してAngus

Mclntoshは"ThedoublerelativewasalreadyobsolescentinIateOE・"と 述

べ て い る.("TheRelativePronouns♪ θandpatinEarlyMiddleEnglish・,.

EnglishandGermanicStudiesI)
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dealingwitharelativeclauseatall,andasemi-colonoradashafter

anumwouldbeinorder.Neverthless,itisclearthatinthiskindof

paratacticco-ordination,wherethesewasdemonstrative,wehavethe

sourceofonetypeofrelativeclause.'と 述 べ い て る が,こ の 様 な 中 間

的 な,過 渡 期 的 な 構 文 が 多 い.不 変 化 詞peの 場 合 は 元 来 の 指 示 詞 的 な 意

味 を 失 っ て 関 係 詞(代 名 詞 及 び 副 詞)や 接 続 詞 と し て 用 い られ て い る 為,

relativalで あ る こ と は 明 瞭 で あ る.seの 場 合 は``andHa皿tunscirse・

daelsehierebehinons紀was"(76/9)の 様 な 意 味 的 に も 叉 語 順 の 面 か

ら も関 係 詞 購 文 と断 定 出 来 る 場 合 以 外,指 示 代 名 詞 に よ る 並 列 構 文 か,関
ユ

係 詞 構 文 か 簡 単 に 断 定 出 来 な い.そ の 点 上 表 の 用 例 数 はseV'関 し て は 問

題 が あ る.

1)se系 列

EarlyWest・Saxonは 格,性,数 に よ る 屈 折 を 中 心 と し た 精 緻 な 体 系 を

も っ た 言 語 で あ る こ と は 言 う ま で も な い.関 係 代 名 詞 もそ の 例 外 で は な い.

seは 指 示 代 名 詞 と し て の 場 合 と 同 様,性,数,格 の 変 化Y'よ り種 々 の 屈 折

を な す.こ の 年 代 記 で は 用 例 数 が 少 い 為 か5形 態 が 見 ら れ る の み で あ る.

a)se(男 性 単 数 ・主 格)

hewoldeadraefanannecepelingsewasCyneheardhaten(46/26}・

andofpamgeweorcewaswinnendewipponehere,andSumursaetna

sedcelseperniehstwas(76/4)

b)seo(女 性 単 数 ・主 格)

And!E♪6Z5競pcuen,5♂owεes1IEIfredessweostorcyninges,forpferde・

(82/1)paethiegedydononanrewestreceastreonWirhealum,5θ ひ

isLegaceastergehaten(88/5)

sioとseoの 両 形 態 が 見 ら れ る.

1.Plummerもglossaryのseの 項 で"Itisnotpossibletodrawanexact

linebetweensenses(1)&(2),or(1)&(3)."と 述 べ て い る.((1)dem.pron..

(2)rel.Aron.(3)def.art.)
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・c)poet(.中 性,主 格 ・対 格).

i.主 格

AndpyilcanBearegeeodeEcgbryhtcyningMiercnariceandal

岬b・ ・up・nHambrewaes(60/24)・ ゆyil・a・gea・ef…ehere

ofSigenetoSantLaudan,pcstisbutueohBrettumandFrancum
.P・

噛 、、1

(82/10
コ

ァうト

71.対 格 ・ ご

p・b・ ・ad皿 ・n坤t齎 ♪観h・h・efd・ 記・g・ ・um・nbut・n・ynges

leafeandoferParabiscopagebod(92/12)

andahreddonell♪ 碗hiegenumenhaefdon(98/7)次 の2例 は 先 行

詞 が 代 名 詞 の 例 で あ る.

andealsehereonEastEnglumhimsavorannesse,paethieealpcat

woldonpcethewolde,andeallpcetfripianwoldonpcetsecyng

fripianwolde(103/15)

d)pam(男 性 単 数,与 格)

こ の 語 は 本 来 単 数 で は 男,中 両 性,複 数 で は 全 性 の 与 格 形 で あ る が,こ

の 年 代 記 で は 男 性 の 場 合 が 見 ら れ る の み で あ る.

andhierapegri`anpaerwearpofslaegen,pamwaesnomab-ipped

(14/1) ヒ
HerCerdicandCynricofsloganaenneBrettisccyning,pamwas

namaNatanleod.andv.pusenduweramidhim(14/24)

andEadbryhtonfengriceonCent.pamwasobernomanemned

Pr紀n(56/5)

Garmonswayは 最 初 の 例 を``andoneoftheirthanes,whosename
ユ

zvasb-ipped,wasslainthere"と 現 代 語 訳 を し て い る が,こ のpam

の 構 文 は 現 代 英 語 の 関 係 詞 構 文 に な い も の で あ る.少 し 興 味 を そ そ る 構 文

1.TheAnglo-SaxonChronicle(Everyman'sLibrary,No.624.)



で あ る.い ず れ に し て も関 係 詞 構 文 と い うよ り並 列 構 文 的 に お い の 強 い 構

文 で あ る.

e)pops(男 性 属 格)

p紀sは 男 性,中 性 の 属 格 で あ る が,こ こ で は 男 性 の 例 の み が4例 見 ら れ

る 。

pafellg∠ 冠5α σ勿6torice,..cyn:.一.toCerdice,andheoldii

gear(1/19

!EpelbaldwasAlweoing,AlweoEawing,EawaPybing ,,.cynis.

beforanawriten(42/12)

andGodrumsenorpernacyningforpferde
,pczsfulluhtnamawaes.

ノEpelstan(82/9)

こ れ は 現 代 英 語 のwhoseに 当 る.

以 上se系 列 の 語 形 を 検 討 し て 来 た が,各 語 形 は 指 示 代 名 詞 の 場 合 と 同

様,性,数,格 に よ っ て 整 然 と用 い ら れ て い る こ と が 分 る.同 じTheAnglo-

Saxon('hronicleで もLaudMSのPeterboroughContinuationsで は

ユ

性,数,格 に 大 き な 混 乱 が 起 き て い る の と 対 照 し て 興 味 深 い.

2)pe

peは 不 変 化 語 で す べ て の 性,数 に 用 い ら れ て い る.

a)男 性 単 数

i.主 格

andheh記fdepaopheofslogponealdormonpehimlengest

wunode(46/21)

Herforsehereeftwestpea?reastgelende(80/9)

andSwifnehsebetstaZareowpeonScottumwasgefor(82/27)

ii.対 格

1.Cf.CechyClark,ThePeterboroughChronicle2070-2154(Oxford,1958), .

Introduction.尚 筆者 が 「TheAnglo-SaxonChronicleのLaudMSに 於 け る開.

係 代 名詞 」(武 庫川 女子 大 学 紀 要 第9集(1961))で この 間題 を扱 っ てい る.
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a?teowdesesteorrapemanonboclaedenhaetcometa(82/31)

hergodeheonhisriceI》oneilcanendepe記peredhiscumpaeder

healdansceolde(87/1)

andforsawonaelcfrid'peEadweardcyngandhiswitanhimbudon.

(96/4

b)女 性 単 数

i.主 格'

onpyrestowepeisgecuedenPortesmupa(14/22)

inpastovepeisgecuedenCerdicesora(14/29

andwassecyngpapiderweardesonfaere.midpaerescirepemid

himfierdedon(86/1)

最 後 の 例 は 動 詞 が 複 数 に な っ て い る.こ のstir(f)はadivisionの 意 で

,あ る の で 複 数 動 詞 が 来 た の で あ ろ う.冠 詞..,,は 明 かv'女 性 単 数 を 示

す.

ii.対 格 、.

・e・eapew・ お・ymb・ ・p・田・・nlib・t・fpaemWeald・(84/8)

pahie6aeftutofNordWealumwendonmidpyre伽6加 δθp8

hie6おrgenumenhaefdon(88/17)

℃)中 性 単 数

i.主 格.

・・hi・peah・wered・p・ ・t和Z・ ♪・P記 ・binn・nw鴉 ・・phimm・ ・of・1-.

turntocom.(101/8

:andhimcirdemicelfolcto,aegpergeonEastEnglum,geonEast

:Seaxum,pe田runderDenaanwaldeW2ZS(103/13)

ii.対 格

.andpaonpaemsetled'ehepersit(103/25)

。andpεerpmtmaesteτ σαぜgeslogononhおpnumherige♪6wesecgan

"丶
,・
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hierdonopAisneandweardandarg(64/21)

d)複 数.

pmtwおronpa紀restanscipuDeniscramonnapeAngelcynneslond

gesohton(54/6)

paDeniscanpeonMeresigesaeton.tugonhirascipuuponTemese

(88/27)

andpamenofslogonpehieforanforridanmehtonbutangeweorce

(88/10)

.e)先 行 詞 が 代 名 詞 の 場 合.

先 行 詞 が 指 示 代 名 詞paの 場 合 が 多 い.

pagegaderedonpapeinNorphymbrumbugea6(86/7)

'
and♪ αpefeohleasewaeronhimperscipubegeton(89/27)

andofslogonallepapeperinneeardedon(14/15)

3)sepe

HerHerodesaswalt.sepeIacobumofsloganeBeareaerhisagenum

deape(6/20)

IngildwaesInesbropurWestSeaxnacyninges,Acespeeftferde

toScePetreandperefthisfeorhgesealde(66/16)こ の 例 は 先 行 詞

が 属 格 の 例 で あ る 。

andhimcypdonpaethiera.:.himmidwaeronpapehi皿from

noldon(48/18)

以 上 の 例 を 見 て 分 る 通 りsepeの 第 一 要 素 は 指 示 代 名 詞 の 感 じ が 非 常 に

濃 厚 で あ る.・

4)swahwelcswa

andpaeiderurnon5㎜ αhzvelcswaponnegearowearpandradost

(48/7)

こ れ は 指 示 副 詞 に 疑 間 代 名 詞 を 組 み 合 わ せ た も の でCampbe11の 言 う
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ユ
``
9ene「alizingrelativeP「onouns"でwhoeverを 意 味 す る.OE.で は

swahzvaszva,swahwcaperswaな ど と よ く用 い ら れ る も の で あ る.こ

れ 等 か ら 後 世 のwho,which,whatが 出 て 来 た こ とは 言 う ま で も な い.

こ の 年 代 記 で はswahwaswa,szvaん 測 磁5㎜ α 等 の 用 例 は 見 ら れ な い

2

が,次 の よ うな 関 係 形 容 詞 的 な 例 が あ る.

paethehimgearowireswahwelcedaegeswahiehithabbanwol-

den(72/31)

paforonhiesippanafterpalmwealdahlopumandflocradum.bi

swahwaperreefesswahitponnefierdleaswaes(84/27)

5)接 触 節(Contact-Clause)

Jesperesenの 言 う"contact-clause"の 例 が2つ 見 ら れ る の で 上 げ て お

く.・

onpysilcangereforδferde∠Epered.2¢ 」CBSonDefenumealdormon,

feowerwucumおr1-Elfredcyning.(92/14)

Heronpysgearegefor/Elfred,wces昭`Baumgerefa。(94/20)

こ の 関 係 詞zeroの 構 文 はLaudMSで も 少 く,主 格 の 例 の み で あ る.
お

関 係 詞 を 補 え ば 対 格 に な る も の は 中 世 期 以 後 の 発 達 に よ る も の で あ る.

6)そ の 他 注 意 す べ き 用 法.

・)pctがthatwhichの 意 の 例 ・

andhepurhteahpcathebaed(8/20)

b)先 行 詞 が 属 格 の 場 合.

常 に 屈 折 属 格 の 用 い ら れ たEar正yWest・Saxonで は 当 然 の こ と で あ る.

・eHl・ 冫wigw・ ・Carlesb・ ・pu・,・・wお ・跏 妙 跏fおderp・ 皿P・1wulf

cyningh紀fde.(80/1)

記tpaesmiclanwudaeastendepeweAndredhataO(84/6)

1.op.cit.ｧ720.

2.LaudMSで は 見 られ る.117/10,150/16.

3.Cf.Jespersen,M.E.G.,III.7.12.
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andhimbeaggoddaelpisfolcestopeおrunderDeniscramanna

anwaldewおron(96/25)

'

c)pe...his=whose

sewasKarlessunu♪6ZEpelwulfWestSeaxnacyninghisdohtor

haefdehimtocuene.(78/26

こ れ に 関 し てJespersenは``InOEthis(SC.relativeconnectiveplus

ユ

personalpronoun)wastheregularidiomwithpe"、 と述べてい る.こ

のMSで は1例 しか見 出されていない.

d)関 係詞 が前置詞 の 目的語にな る場合.

sepeswedepmtheponedigforlurepehenohttogodeonne

gedyde(8/8)

Sebatwasgeworhtofpriddanhealfrehydepehionforon(82/22}

HeronpysumBeareforsemiclaherepewegefyrnymbespra?con

(84/1)

現 代 英語 のthatと 同様常に前置詞は後置 され る.

§4」 陀 とse系 列

一般 にOE ・ に於 てpeとse系 列 は機能的にinterchangeableで あ る

と考 え られ ることが多 いが,事 実 は ど うであろ うか.用 例 を検討 して見て,

こ の両者 には機能 的な区別が あるよ うに感 じられ る.概 して次の よ うな こ

とが言 えるのではないか.勿 論例外 もあ ることであ るし,資 料 も少いので

断定は 出来 ない.

S.0.AndrewはSyntaxandStyleinOldEnglish(Cambridge ,1940)

でpε は常 に制限節(restrictiveclause)を 導 き,se系 列 は常Y'非 制 限節

.を導 くと述べてい る.こ れが大体 の原則であろ う.peが 制 限的である こと

は異論はないであろ う.先 行詞 が固有名詞 の例 も4例 見 られ るが,こ れ ら

も

1.M.E.G,III.5.6z .
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・ewas・lupyttanfaed・ ・♪・記P・1w・1f・y血ghaefd・(80/2) ,

に 見 られ る通 り極 めて制限 的な性格が強い ものであ る.し か しse系 列 は

上にあげた例 を見れ ば分 る よ うY',必 ず しも原 則通 りではない.そ れ どこ

ろか約半分が制 限的用法の ものであ る.

そ こで更に検討 して見 ると,peの 用 例は

inpareStowepeisgenemnedaetSearobyrg(16/4)

andpapesubymbutanforon.ymbsaetonExanceaster(86/10)

に 見 られ る ように指示代名詞+先 行詞 か先行詞 が指 示代 名詞 の場合が11例

を 除いてすべて であ る.

そ して一方se系 列が制限的な場合は指示詞がない場 合が殆 どである.

(指 示詞 のあ るものは16例 中3例.)即 ちall,an,等 の不 定性 を もった語 が

ついてい る場合 であ る.

hewoldeadr記fananneaepelingsewasCyneheardhaten(46/27)

andgenamonealpcetpaerbinnanwaes(86/22)

に 見 られ るよ うな場合であ る.特Y'ellpmtの 形 態 は固定 した ものに な

ってい るよ うであ る.

以 上の ことか ら大体次 の様 に使われていた と見て よいのではないか.

(1)非 制 限節 では もっぱらse系 列 が使わ れた.

(2)制 限 節ではde丘niteな 意 味を もつ場合はpe,inde丘niteな 意 味を

もつ場合 はse系 列が用い られた.


